
＜藤原和博おすすめ書籍のご紹介＞ 

 

1 『父親になるということ』（日経ビジネス人文庫）：幼児子育て中のご両親へ 

2 『キミが勉強する理由』（朝日新聞出版）：小学生の子が自分で勉強するように 

なる。何で勉強しなければいけないのかをゲームの言葉で解説した易しい絵本 

3 『「ビミョーな未来」をどう生きるか』(ちくまプリマー新書)：中学生以上に 

キャリア教育するための格好の教科書。本人が読めるほどのやさしい語り口で 

4 『新しい道徳』(ちくまプリマー新書)：いじめ、携帯／TVの影響、学力の本質など

親に知っておいてほしい全てを１冊に込めた入門書 ＊3と4はセットでどうぞ！  

5 『たった一度の人生を変える勉強をしよう』(朝日新聞)：文科省提唱「アクティブ

ラーニング(主体的な学習手法)」のお手本「よのなか科」の高校生向け教科書 

6 『つなげる力』（文春文庫）：和田中改革のドキュメント。「夜スペ」の裏話も 

すべてバラしてしまっています。次代を拓く情報編集力の要点をまとめました 

7 『リクルートという奇跡』（文春／Kindle版）：リクルートという会社の成長と 

人材輩出の秘密、あの江副浩正元会長が傑作！と評価した本、＊6と7はセットで 

8 『坂の上の坂 55歳までにやっておきたい55のこと』12万部のベストセラー 

（ポプラ社）：90年の人生となると一回の人生では死に切れないし生ききれない 

9 『藤原和博の必ず食える1％の人になる方法』（東洋経済新報社）：まず100人に 

1人のレアカードになれば食っていける。キンコン西野氏やホリエモンが絶賛 

10『もう、その話し方では通じません』（中経出版）：対人関係を豊かにしたい人に

「一対一の会話」の極意を伝授。プレゼンとコミュニケーションの教科書 

11『負ける力』(ポプラ新書)：相手を打ち負かそうとするのではない人生戦略 

12『乃木坂と、まなぶ』(朝日新聞出版)：よのなか科×乃木坂46 

13『３５歳の教科書』(幻冬舎文庫)：成熟社会の生き方20代、30代向け入門書 

14『藤原和博の「創造的」学校マネジメント講座』（教育開発研究所）：管理職と 

学校リーダー必読。ドラッカー経営学をふまえた学校経営の教科書。DVDが付録 

15『人生の教科書[おかねとしあわせ]』（ちくま文庫）：時間を買って幸せに 

16『毎日の悩みが消える働き方の教科書』（電波社）：よのなか相談室から誕生 

17『本を読む人だけが手にするもの』（日本実業社）6刷 ズバリ乱読のススメ  

18『藤原先生、これからの働き方について教えてください。』(ディスカヴァー) 

19『人生の教科書[よのなかのルール]』（ちくま文庫）16刷 よのなか科の教科書 

20『カモメになったペンギン』（ダイヤモンド）19刷のイノベーションの教科書 

21『10年後、君に仕事はあるのか？』（ダイヤモンド）中高生保護者向け入門書 

22 決定版『45歳の教科書 戦略的「モードチェンジ」のすすめ』（PHP）発売！ 

 ＞３つのキャリアの掛け算で100万人に１人の希少性をゲットする方法を明示 

 ＞人生後半に信用される人とされない人の違いを50項目のチェックリストで診断 

23『僕たちは14歳までに何を学んだか 学校では教えてくれない新時代の必須スキル』

(SBクリエイティブ)新時代のニューリーダー、キンコン西野亮廣、ホリエモン、ショ

ールーム前田裕二、DMM亀山敬司会長の各氏に、突破する者たちが、子どもの頃どう

遊び、どう育ったのかを、私が徹底インタビューした本。 

 

＊「よのなかnet」トップページ一番上「としょかん」ボタンをクリックしてね！ 


